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開会 午前１０時３０分 

────────────────────────────────────────────────────── 

○高木委員長 ただいまより、議会運営委員会を開会いたします。本日の出席は全員でありますの

で、これより会議を進めます。まず、無所属議員を委員外議員として出席を求めたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時３１分 

────────────────────────────────────────────────────── 

再開 午前１０時３２分 

○高木委員長 それでは、再開いたします。 

 まず１点目、令和４年第１回定例会の運営について、（１）市長提出議案のうち配付済みのもの

について、理事者から説明をお願いいたします。 

○野﨑総務部長 令和４年第１回定例市議会を２月２１日開会ということで、昨日、招集告示をさ

せていただきましたので、議案につきまして御説明を申し上げます。 

 今回提出いたしました議案は、議決案件として令和３年度各会計補正予算が９件、令和４年度各

会計予算が１１会計、条例の制定が２１件、指定管理者の指定が１４件、土地の処分、工事請負契

約の締結、包括外部監査契約の締結、市道路線の廃止及び認定が各１件、並びに、報告案件が２件、

合わせて６２件となっております。 

 議案第１号から議案第９号までの令和３年度各会計補正予算、議案第２６号から議案第３６号ま

での令和４年度各会計予算及び報告第１号の専決処分の報告につきましては、後ほど、総合政策部

長のほうから御説明をさせていただきます。 

 議案第１０号でありますけれども、土地の処分であります。宮下通１２丁目１番の土地を６億１

００万円で株式会社ほくやくに売却しようとするものであります。議案第１１号につきましては、

工事請負契約の締結でありまして、第２豊岡団地建替（２－Ｂ）新築工事を８億５千１４０万円で、

株式会社廣野組ほか３社で構成いたします共同企業体と契約を締結しようとするものであります。

議案第１２号から議案第２５号までにつきましては、いずれも指定管理者の指定についてでありま

す。議案第１２号は、ときわ市民ホール及び勤労者福祉総合センターの指定管理者に株式会社旭川

振興公社を、議案第１３号の旭正農業構造改善センター及び議案第１４号の永山ふれあいセンター

の指定管理者に、いずれもグリーンテックス株式会社を、議案第１５号は東鷹栖農村活性化センタ

ーの指定管理者にたいせつ農業協同組合を、議案第１６号は、障害者福祉センターの指定管理者に

特定非営利活動法人旭川障害者連絡協議会を、議案第１７号は、北部老人福祉センターの指定管理

者に社会福祉法人愛善会を、議案第１８号は、東部老人福祉センターの指定管理者にワーカーズコ

ープ指定管理者グループを、議案第１９号は、いきいきセンター新旭川、永山及び神楽の指定管理

者に社会福祉法人旭川市社会福祉協議会を、議案第２０号は、近文市民ふれあいセンターの指定管

理者にニサカ・環境衛生指定管理者グループを、議案第２１号の東部スケートリンク、議案第２２

号の忠和テニスコート及び議案第２３号の柔道場の指定管理者に、いずれも、株式会社旭川振興公

社を、議案第２４号は、江丹別若者の郷の指定管理者に江丹別産業開発株式会社を、議案第２５号
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は、２１世紀の森施設の指定管理者に旭川市２１世紀の森運営協議会をそれぞれ指定し、いずれも、

令和４年４月１日から令和９年３月３１日までの５年間、その管理を行わせようとするものであり

ます。議案第３７号から議案第５７号までにつきましては、いずれも条例の制定でありまして、議

案第３７号につきましては、近隣８町との定住自立圏形成協定を３月３１日をもって廃止をするこ

とに伴い、当該協定の締結、変更または廃止に係る事項を本市の議決事件から廃止しようとするも

のであります。議案第３８号につきましては、本市職員が採用時に提出する宣誓書の押印等に係る

規定を整備しようとするものであります。議案第３９号につきましては、非常勤職員の育児休業及

び部分休業の取得要件を緩和するとともに、全職員が育児休業等を取得しやすい勤務環境を整備し

ようとするものであります。議案第４０号につきましては、令和４年度における特別職の職員の、

議案第４１号につきましても、同年度における公営企業の管理者の給料月額の特例を、それぞれ定

めようとするものであります。議案第４２号につきましては、新型コロナウイルス感染症の終息が

見通せない中、今後の状況を勘案して当該基金の存廃を判断していく必要があるために、条例の失

効日を廃止しようとするものであります。議案第４３号につきましては、消防団員の年額報酬を増

額するとともに各種手当に替えて出動報酬を新設しようとするものであります。議案第４４号につ

きましては、損害補償を受ける権利の保護に関して、当該権利を担保に供することができるとの例

外を削除しようとするものであります。議案第４５号につきましては、法律の改廃に伴う引用条項

の整備を行うとともに、情報提供等記録を訂正した場合における通知先の一部を変更しようとする

ものであります。議案第４６号につきましては、地域共生社会の実現に向けた施策の基本となる事

項を定めるなどのために条例を制定しようとするものであります。議案第４７号につきましては、

民生委員の定数を改定しようとするものであります。議案第４８号につきましては、社会福祉士及

び介護福祉士法の一部改正に伴い、引用条項の整備をしようとするものであります。議案第４９号

につきましては、寿バスカードの交付を受ける際の負担額について、交付時点における残りの有効

期間に応じた額を設定しようとするものであります。議案第５０号につきましては、国民健康保険

法施行令の一部改正に伴い、未就学児の被保険者均等割額の減額に係る規定を整備するほか、本市

における保険料の独自軽減措置の廃止など、所要の規定を整備しようとするものであります。議案

第５１号につきましては、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、懲戒権限

の濫用の禁止に係る規定を整備しようとするものであります。議案第５２号につきましては、助産

施設の入所の要件に係る規定を整備しようとするものであります。議案第５３号につきましては、

北海道からの権限移譲に伴いまして、建築物清掃業等の事業登録に係る規定を整備するとともに、

その事務に係る手数料を新設しようとするものであります。議案第５４号につきましては、工業技

術センターにおける新規導入機器の使用料を定めようとするものであります。議案第５５号につき

ましては、観光の振興に関する施策の基本となる事項を定める等のために条例を制定しようとする

ものであります。議案第５６号につきましては、文化財の地方登録制度を導入しようとするもので

あります。議案第５７号につきましては、借上市営住宅制度を導入しようとするほか、第２豊岡団

地の駐車場の供用開始に伴いまして、駐車場使用料に係る規定を整備しようとするものであります。

議案第５８号につきましては、包括外部監査契約の締結でありまして、１千２００万円を上限とす

る金額で、前田敬洋氏と契約を締結しようとするものであります。議案第５９号及び議案第６０号

につきましては、市道路線について、３路線を廃止し、７路線を認定しようとするものであります。
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報告第２号につきましては、市民文化会館における事故による損害賠償の額を定めることについて

でありまして、７万９千９２１円を損害賠償の額として、２月１日に専決処分をさせていただいた

ものであります。 

 最後に、先議のお願いがございます。議案第１０号の土地の処分につきましては、土地の早期引

渡しの関係から、議案第１１号の契約の締結につきましては、工事の早期発注の関係から、議案第

１２号から議案第２５号までの指定管理者の指定につきましては、協定締結等の事前の準備作業が

ありますことから、その取扱いにつきましては、議案第１号から議案第９号までの令和３年度各会

計補正予算と併せて御先議くださいますようお願いいたします。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○佐藤総合政策部長 議案第１号から議案第９号までの令和３年度各会計補正予算につきまして、

補正予算書に基づきまして御説明申し上げます。 

 まず、議案第１号、令和３年度旭川市一般会計補正予算につきましては、歳入歳出予算の総額に

それぞれ７７億２千４９０万２千円を追加しようとするものでございます。その内容といたしまし

ては、補正予算書２３ページから３０ページまでの事項別明細書、歳出にお示しいたしております

ように、２款総務費では、市民活動交流センター管理費など１３事業で２２億７万７千円、３款民

生費では、障害者福祉センター管理費など４０事業で１４億８千５１５万４千円、４款衛生費では、

母子保健衛生費国庫補助金償還金など１１事業で２億７千６０８万３千円、６款農林水産業費では、

運営費など２事業で６９万４千円、７款商工費では、デザイン振興基金積立金など５事業で４億１

千１７０万円、８款土木費では、管理事務費など４事業で９千２８７万５千円、９款消防費では、

消防活動費で８０７万１千円、１０款教育費では、給食施設整備費など１４事業で３２億５千２万

１千円、１３款職員費では、給与及び費用弁償で２２万７千円をそれぞれ追加しようとするもので

ございます。これらの財源につきましては、１７ページから２２ページまでの歳入にお示しいたし

ておりますように、１款市税で５億６千万円、７款地方交付税で３３億５千８０１万９千円、１７

款国庫支出金で１８億６千７２２万３千円、１８款道支出金で２億１千４８５万７千円、１９款財

産収入で２億１千１６８万５千円、２０款寄附金で４千６４６万８千円、２２款繰越金で６億３千

３１７万５千円、２３款諸収入で１万４千円、２４款市債で２２億１千９８万１千円をそれぞれ追

加し、２１款繰入金で１３億７千７５２万円を減額しようとするものでございます。４ページ及び

５ページの第２表繰越明許費補正では、住民基本台帳ネットワークシステム管理費など２４件を繰

越明許費として追加しようとするものでございます。６ページから８ページまでの第３表債務負担

行為補正では、ＳＭＳ送信サービス利用料など２８の事項について債務負担行為を追加し、道営土

地改良事業（忠別北地区農地整備事業）地元負担金など２つの事項について、期間の変更を行おう

とするものでございます。９ページの第４表地方債補正では、特別減収対策債を追加し、都市計画

事業など３件の限度額を変更しようとするものでございます。 

 次に、議案第２号、令和３年度旭川市国民健康保険事業特別会計補正予算につきましては、歳入

歳出予算の総額にそれぞれ４千７２５万２千円を追加しようとするものでございます。その内容と

いたしましては、補正予算書４１ページの事項別明細書、歳出にお示しいたしておりますように、

６款保健事業費では、疾病予防費で４千７１０万６千円、７款基金積立金では、国民健康保険事業

準備基金積立金で１４万６千円をそれぞれ追加しようとするものでございます。これらの財源につ



- 4 - 

きましては、３９ページ及び４０ページの歳入にお示しいたしておりますように、２款国庫支出金

で４千２３３万９千円、３款道支出金で４千４４０万円、４款財産収入で１４万６千円、５款繰入

金で１億９千１６１万７千円をそれぞれ追加し、１款国民健康保険料で２億３千１２５万円を減額

しようとするものでございます。１１ページの第２表債務負担行為補正では、ＳＭＳ送信サービス

利用料について債務負担行為を追加しようとするものでございます。 

次に、議案第３号、令和３年度旭川市動物園事業特別会計補正予算につきましては、歳入予算を

補正しようとするものでございます。その内容といたしましては、４３ページの事項別明細書、歳

入にお示しいたしておりますように、１款事業収入で２億８千５８５万１千円を減額し、５款繰入

金で同額を追加しようとするものでございます。１２ページ下段の第２表債務負担行為では、園内

管理及び案内業務委託料など３つの事項について債務負担行為を設定しようとするものでございま

す。 

 次に、議案第４号、令和３年度旭川市公共駐車場事業特別会計補正予算につきましては、歳入歳

出予算の総額にそれぞれ１４８万５千円を追加しようとするものでございます。その内容といたし

ましては、補正予算書４５ページ下段の事項別明細書、歳出にお示しいたしておりますように、１

款事業費に、公共駐車場運営費で１４８万５千円を追加しようとするものでございます。この財源

につきましては、同じく４５ページ上段の歳入にお示しいたしておりますように、４款繰入金で１

千５９１万４千円を追加し、１款事業収入で１千４４２万９千円を減額しようとするものでござい

ます。１３ページ下段の第２表債務負担行為では、旭川駅前広場駐車場運営業務委託料について債

務負担行為を設定しようとするものでございます。 

 次に、議案第５号、令和３年度旭川市育英事業特別会計補正予算につきましては、歳入歳出予算

の総額にそれぞれ２千４３８万円を追加しようとするものでございます。その内容といたしまして

は、補正予算書４７ページ下段の事項別明細書、歳出にお示しいたしておりますように、１款育英

費に、積立金で２千４３８万円を追加しようとするものでございます。この財源につきましては、

同じく４７ページ上段の歳入にお示しいたしておりますように、２款寄附金で同額を追加しようと

するものでございます。 

 次に、議案第６号、令和３年度旭川市介護保険事業特別会計補正予算につきましては、歳入歳出

予算の総額からそれぞれ４０万１千円を減額しようとするものでございます。その内容といたしま

しては、補正予算書４９ページから５１ページまでの事項別明細書、歳出にお示しいたしておりま

すように、３款地域支援事業費では、地域自立生活支援等事業費で３０７万７千円、４款保健福祉

事業費では、家族介護用品購入助成事業費で１２５万９千円をそれぞれ追加し、２款保険給付費の、

居宅介護サービス計画給付費など５事業で４７３万７千円を減額しようとするものでございます。

これらの財源につきましては、４８ページの歳入にお示しいたしておりますように、４款道支出金

で２千円、６款繰入金で９７万３千円をそれぞれ追加し、２款国庫支出金で９万７千円、３款支払

基金交付金で１２７万９千円をそれぞれ減額しようとするものでございます。１６ページ下段の第

２表債務負担行為補正では、在宅高齢者見守り配食サービス業務委託料について債務負担行為を追

加しようとするものでございます。 

 次に、議案第７号、令和３年度旭川市水道事業会計補正予算につきましては、５３ページの債務

負担行為にお示しいたしておりますように、配水管布設及び移設工事費について債務負担行為を追
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加しようとするものでございます。 

 次に、議案第８号、令和３年度旭川市下水道事業会計補正予算につきましては、５６ページの実

施計画にお示しいたしておりますように、資本的収入で２３億９千８５万３千円、資本的支出で２

４億２千３２０万円をそれぞれ追加しようとするものでございます。５５ページの債務負担行為に

つきましては、水緑施設管理業務委託料について債務負担行為を追加しようとするものであり、そ

のほか、関係条文につきましても併せて整備しようとするものでございます。 

 最後に、議案第９号、令和３年度旭川市病院事業会計補正予算につきましては、５９ページの実

施計画にお示しいたしておりますように、資本的収入で２千２４万円、資本的支出で２千２４万円

をそれぞれ減額しようとするものでございます。５８ページの債務負担行為につきましては、令和

４年度分医療廃棄物運搬及び処分業務等委託料など２つの事項について債務負担行為を追加しよう

とするものでございます。 

 以上が各会計補正予算の概要でございます。 

 続きまして、議案第２６号から議案第３６号までの令和４年度各会計予算につきまして、一括し

て御説明申し上げます。令和４年度各会計予算書の最初のページ、総括表を御覧ください。まず、

一般会計の当初予算額でございますが、１千６５８億１千万円で、前年度当初予算と比較して、３．

５％の増となっております。一般会計につきましては、歳入歳出予算のほか、債務負担行為が４６

件、地方債については２１件をそれぞれ定めようとするものでございます。また、一時借入金の最

高額については、２００億円にしようとするものでございます。 

 次に、特別会計につきましては、企業会計を含め、国民健康保険事業など１０会計の合計で１千

２０１億１千３１２万円で、０．７％の減となっております。各特別会計につきましては、歳入歳

出予算のほか、動物園事業で地方債を定めようとするものでございます。また、水道事業、下水道

事業、病院事業の各企業会計につきましては、業務の予定量など関係条文も併せて定めようとする

ものでございます。 

 最後に、総括表の一番下になりますが、一般会計と特別会計を合わせた合計では、２千８５９億

２千３１２万円で、１．７％の増となったところでございます。 

 以上、令和４年度各会計予算の概要でございます。 

 続きまして、報告第１号の専決処分の報告につきまして御説明を申し上げます。北海道における、

まん延防止等重点措置に伴い、１月２７日、遅くとも２９日から２月２０日までの間、営業時間短

縮等の要請に協力する市内飲食店等に対し支援金を支給するに当たりまして、北海道から早期給付

の申請受付を２月４日から開始してほしい旨の要請があったところでございます。早期給付に当た

り、事業の周知、準備期間を考慮した結果、緊急施行を要するため、１月２７日に、令和３年度旭

川市一般会計補正予算を専決処分いたしました。その内容といたしましては、７款商工費の感染防

止対策協力支援金で２６億７千１２２万８千円を追加し、この財源につきましては、１５款分担金

及び負担金で５億２千１７５万円、１７款国庫支出金で２１億４千９４７万８千円をそれぞれ追加

したものでございます。第２表繰越明許費補正では、感染防止対策協力支援金を繰越明許費として

追加したものでございます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○高木委員長 ただいま理事者から説明がありました。委員の皆さんから御発言ございますでしょ
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うか。 

（「なし」の声あり） 

○高木委員長 先ほど、理事者から要望がありました先議の関係については、後ほどの審議方法の

ところで協議をさせていただきます。 

 続いて、（２）の追加提出予定のものについて、理事者から説明をお願いいたします。 

○野﨑総務部長 追加を予定しております議案でありますが、監査委員の選任及び人権擁護委員の

推薦の２件であります。 

 監査委員の選任につきましては、田澤清一氏が本年３月３１日をもって任期満了となることによ

るものでございます。 

 人権擁護委員の推薦につきましては、奥山由紀子氏、小杉静江氏、佐伯敎道氏、髙木常光氏、谷

川英俊氏、早坂逸人氏、 﨑隆氏の７名の方々が、本年９月３０日をもってそれぞれ任期満了とな

ることによるものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○高木委員長 ただいまの理事者の説明について、委員の皆さんから御発言ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○高木委員長 ただいまの議案については、従来どおり各派会長会議で協議をすることとし、本会

議直接審議ということで、会期末の本会議で扱うこととしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 続いて、（３）の議会提出議案について、ア及びイについて事務局から説明をお願

いいたします。 

○林上議会事務局次長 アの請願・陳情議案の委員会付託についてでありますが、２月９日現在、

陳情を１件受理しております。陳情第１５号の「生活保護世帯及び独居高齢者世帯に対する水道料

金及び下水道使用料の減免制度の維持を求めることについて」につきましては、建設公営企業常任

委員会に付託になろうかと思います。御了承いただければ、２月２１日の本会議で、その手続を執

ることとなります。 

 次に、イの請願・陳情議案の審査結果報告につきましては、現在のところ、結論の出たものはご

ざいませんが、今後、結論が出た場合は、取扱いの時期等につきまして、改めて御協議いただきた

いと思います。 

 以上でございます。 

○高木委員長 ただいま事務局から説明がありましたが、そのとおりでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 続いて、ウの議員の行政調査派遣についてであります。令和４年度の単独行政視察

の実施分については、今定例会中に議員派遣の議決が必要となります。委員会提出議案として、最

終の議会運営委員会で取扱いをしたいというふうに考えておりますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 それでは続いて、エの意見書・決議案についてであります。各会派の提案の確認を

させていただきます。 

○菅原委員（自民会議） １件ございます。 
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○品田委員（民主連合） ３本用意があります。 

○中村委員（公明） ２本お願いいたします。 

○石川委員（共産） 意見書３本お願いします。 

○金谷委員（無党派Ｇ） ありません。 

○高木委員長 合計９本ということで、事務局から文案について配付をさせたいと思います。 

（意見書案配付） 

○高木委員長 調整については、従来どおり代表者会議で行いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 続いて、（４）の議案の審議方法についてに入ってまいります。 

 まず、アの令和４年度各会計予算と関連議案及び単独議案について、こちらについては、特別委

員会付託とさせていただきます。付託議案については、議案第２６号ないし議案第５８号の以上３

３件、名称については、予算等審査特別委員会、構成は、議長を除く全議員の３３名です。正副委

員長の希望について、各会派等に確認をさせていただきます。 

○菅原委員（自民会議） 相談に乗ります。 

○品田委員（民主連合） 相談に乗ります。 

○中村委員（公明） 相談に乗らせていただきます。 

○石川委員（共産） 相談に乗れません。 

○金谷委員（無党派Ｇ） 希望しません。 

○横山委員外議員（無所属） 希望しません。 

○高木委員長 それでは、自民会議、民主連合、公明のほうで調整をお願いしたいと思います。正

副委員長名の届出の時期については、日程のところで御相談をさせていただきます。設置の時期に

ついても日程のところで相談をさせていただきます。分科会の設置は２分科、名称は、総務経済文

教分科会、民生建設公営企業分科会として設置いたします。分科会の構成については、総務経済文

教分科会は、総務と経済文教両常任委員会の委員、民生建設公営企業分科会は、民生と建設公営企

業両常任委員会の委員とします。ただし、予算等審査特別委員会委員長は除きます。そして、分科

会の正副委員長でありますが、各常任委員会の正副委員長の輪番制でありまして、今回については、

経済文教常任委員会の正副委員長、建設公営企業常任委員会の正副委員長とさせていただきます。

分科会の審査分担事項については、各常任委員会の所管別として、別紙の分担一覧のとおりとなっ

ております。なお、一般会計予算については後日の議会運営委員会で協議をさせていただきます。

特別委員会及び分科会の審査日程については、日程のところで相談をさせていただきます。そして、

開催場所でありますが、予算等審査特別委員会については議場、総務経済文教分科会は第１委員会

室、民生建設公営企業分科会は第２委員会室とさせていただきます。 

 続いて、イの令和３年度各会計補正予算と関連議案及び単独議案についてに入ってまいります。

先ほどありました先議の部分も含まれている議案第１号ないし議案第２５号の以上２５件について、

本会議直接審議か特別委員会付託かについて、各会派及び無所属に確認をさせていただきます。 

○菅原委員（自民会議） 特別委員会に付託するのが適当だと思います。 

○品田委員（民主連合） 特別委員会設置が望ましいと思います。 

○中村委員（公明） 特別委員会設置でお願いしたいと思います。 
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○石川委員（共産） 特別委員会設置がよろしいと思います。 

○金谷委員（無党派Ｇ） 合わせます。 

○横山委員外議員（無所属） 皆さんの判断に合わせたいと思います。 

○高木委員長 それでは、４会派が特別委員会付託ということでありまして、他の会派等は合わせ

ていただけるということですので、特別委員会付託とさせていただきます。付託議案については、

議案第１号ないし議案第２５号の以上２５件。なお、付託議案以外の議案第５９号、議案第６０号、

報告第１号及び報告第２号の以上４件については、本会議直接審議とさせていただき、報告第１号

及び報告第２号の以上２件については、従来どおり補正予算等審議の本会議で扱うこととさせてい

ただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 名称については、補正予算等審査特別委員会、委員の構成については、正副委員長

案を示させていただきたいと思います。令和３年第３回定例会では１５人とさせていただきました。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染が拡大している状況から、今回の委員数について

は、１３人としたいと思っておりますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 それでは、構成については、自民会議４人、民主連合４人、公明２人、共産２人、

無党派Ｇ１人の１３人とさせていただきます。 

 続いて、正副委員長の希望について確認をさせていただきます。 

○菅原委員（自民会議） 相談に乗らせていただきます。 

○品田委員（民主連合） 相談に乗りたいと思います。 

○中村委員（公明） 相談に乗らせていただきます。 

○石川委員（共産） 相談に乗れません。 

○金谷委員（無党派Ｇ） 希望しません。 

○高木委員長 こちらについては、委員名の届出に併せて正副委員長の届出もお願いいたします。

委員名の届出と設置時期については、日程のところで御相談をさせていただきます。委員会の場所

については、第１委員会室とさせていただきます。 

 続いて、（５）の代表質問についてであります。時期と通告については、こちらも日程のところ

で相談をさせていただきます。時間については質問のみ４０分。回数は１回。各会派１人、計５人

ということで、１日目に３人、２日目に２人とさせていただきます。１日目は、午前１人、午後２

人と、２日目は、午前、午後とも１人ずつということにさせていただきたいと思います。順序につ

いては大会派順ということにさせていただきます。場所は、演壇での質問になります。 

 続いて、（６）の大綱質疑についてであります。こちらも、時期と通告については日程のところ

で相談をさせていただきます。時間については質疑のみ２５分。回数は３回以内。人数について、

各会派及び無所属に確認をさせていただきます。 

○菅原委員（自民会議） ゼロから１でお願いします。 

○品田委員（民主連合） ゼロから１でお願いします。 

○中村委員（公明） ゼロから１でお願いします。 

○石川委員（共産） １でお願いします。 
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○金谷委員（無党派Ｇ） １でお願いします。 

○横山委員外議員（無所属） 希望しません。 

○高木委員長 全体で２人から５人ということになります。順序については正副議長、議会運営委

員会の正副委員長立会いのもと、抽せんをさせていただきます。質疑場所については質疑質問席と

なります。 

 続いて、（７）の会期と日程について、正副委員長案を示すことでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 それでは、事務局から配付をさせます。 

（日程案配付） 

○高木委員長 皆様の御手元に配付をさせていただきました。２月２１日開会、閉会は３月２５日、

通算３３日間という日程になっております。２月１７日は、正午までに、補正予算等審査特別委員

会の委員名の届出をお願いいたします。そして、２１日に開会しまして、補正予算等審査特別委員

会が設置され、委員会が２１日、２２日、２４日と３日間あります。そして、２５日には補正予算

等の審議があり、市政方針、教育行政方針、新年度予算等の提案説明を受けます。２５日から３月

２日までは休会で、２８日は代表質問の通告の締切り、３月１日は大綱質疑の通告の締切りです。

３月２日は、正午までに、予算等審査特別委員会の正副委員長名の届出をお願いいたします。３日、

４日が代表質問、７日、８日が大綱質疑、８日の大綱質疑の後に予算等審査特別委員会が設置され、

分科会が１８日まで行われます。そして２３日に、予算等審査特別委員会を開催し、総括質疑、取

りまとめとなり、２５日の本会議で議案審議、閉会という日程になります。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 それでは続いて、２のその他の項目に入ってまいります。 

 （１）の令和４年度議会費予算について事務局から説明をお願いいたします。 

○冨田議会事務局次長 令和４年度議会費予算について御説明申し上げます。令和４年第１回定例

会に議会費の令和４年度当初予算が提出されており、このことに係る説明資料を作成いたしました

ので、本日御配付申し上げております。資料の内容といたしましては、令和４年度議会費予算総括

表にありますように、議会費総体といたしましては、前年度と比較いたしまして、９８８万１千円

減の４億５千６３８万７千円を計上しております。なお、予算計上している内容は、ほぼ例年どお

りとなっておりますが、新年度予算における主な減額要素といたしましては、管理費では、報酬の

節で、期末手当の支給割合０．１５月分減などにより３１３万９千円、同じく、共済費の節で、市

議会議員共済会の負担金率が１．４％引き下げられたことにより２９７万円の減額がございます。

また、運営費では、旅費の節で、単独行政視察の年度別人数割りの変更などにより１０１万１千円

を減額しているところであります。 

 以上でございます。 

○高木委員長 ただいま事務局から説明をいただきました。そのとおりの内容となっていますので、

確認をお願いします。 

 続いて、（２）に入ります。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う対応についてというこ

とで、現状は、連日１００人を超えるような感染状況ということでありまして、これまでも行って

きたことでありますが、１つ目は、質疑等を行う予定の議員は、可能な限り電話やメール等を活用
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していただくと。また、打合せの際には、日程調整も含めて担当部局との調整をお願いしますとい

うことです。２つ目は、審査特別委員会の資料要求についてですが、事前に担当部局に連絡をして

いただいて、委員会の初日は、事前に資料要求の連絡を受けた部局のみが出席をするということで、

これもこれまでどおり取り扱ってきましたが、そういった形で対応させていただきます。そしても

う１点です。現在、宿泊療養施設について２棟稼働している状況にあります。２棟目については、

これまでもそうですが、管理職が統括管理者として配置をされております。勤務の都合上６日間、

職場を不在にすることとなっています。このため、早期に質問内容等の把握がされていれば、応援

業務期間等の調整もできるということでありますので、質疑等を予定されている場合は、できる限

り早めに担当部・課に連絡をいただくなど、御配慮をお願いをしたいということで、この２点につ

いて、対応をお願いしたいと思っております。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○高木委員長 続いて、次回の議会運営委員会の招集でありますが、２月２４日午前１０時、口頭

招集とさせていただきます。実際は、補正予算等審査特別委員会の閉会後になりますが、午前１０

時ということで口頭招集をさせていただきます。 

 以上で、本日の議会運営委員会は散会いたします。 

────────────────────────────────────────────────────── 

散会 午前１１時１７分 


